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詩
人
の
傳
記
と
批
評
は
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
る
か
―
―
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
を
例
に
―
―

野
村

鮎
子

田
口

一
郎

和
泉
ひ
と
み

松
村

昂

『
列
朝
詩
集
』
と
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
に
つ
い
て

我
々
は
、
こ
こ
數
年
、『
列
朝
詩
集
小
傳
』（
以
下
、『
小
傳
』）
と
錢
謙
益
（
一

五
八
二
～
一
六
六
四
）
の
文
學
思
想
に
つ
い
て
硏
究
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
『
小
傳
』
を
例
に
中
國
の
詩
人
の
傳
記
や
評
價
が

い
か
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

個
々
の
報
告
の
前
に
、
『
列
朝
詩
集
』
お
よ
び
『
小
傳
』
に
つ
い
て
の
概
略
を

述
べ
て
お
く
。

『
列
朝
詩
集
』
八
十
一
卷
は
、
錢
謙
益
が
明
朝
滅
亡
後
に
、
明
一
代
の
詩
を
後

世
に
遺
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
纂
し
た
明
詩
の
選
集
で
あ
る
。
上
は
皇
帝
か
ら

（
一
）

下
は
僧
侶
や
宦
官
ま
で
、
一
八
三
二
名
の
詩
人
の
詩
篇
を
收
錄
し
、
詩
篇
の
冒
頭

に
は
詩
人
の
「
小
傳
」
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
體
例
は
元
好
問
の
『
中
州
集
』
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
列
朝
詩

集
』
は
ま
た
、
卷
頭
の
「
乾
集
」
（
皇
帝
や
諸
王
の
詩
）
、
卷
末
の
「
閏
集
」
（
高

僧
・
道
士
・
女
性
の
詩
な
ど
）
を
除
く
各
集
を
、
甲
、
乙
な
ど
の
十
干
で
表
示
す

る
が
、
こ
れ
も
『
中
州
集
』
を
手
本
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
列
朝
詩
集
』
に

は
「
丁
集
」
ま
で
し
か
な
く
、
「
戊
集
」
以
下
は
存
在
し
な
い
。
錢
謙
益
の
自
序
（
二
）

は
、
萬
物
が
繁
茂
す
る
「
戊
」
以
下
を
編
纂
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
明
復

興
の
盛
德
大
業
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
だ
と
婉
曲
的
に
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
「
甲
集
」
の
前
に
特
別
に
「
甲
集
前
編
」
を
設
け
、
元
末
明
初
の
遺
老

の
詩
篇
を
收
錄
し
て
い
る
。
元
末
明
初
に
か
け
て
文
名
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
は

楊
維
楨
・
高
啓
・
宋
濂
・
劉
基
ら
が
い
る
が
、
楊
維
楨
は
「
甲
集
前
編
」
に
、
高

啓
と
宋
濂
は
「
甲
集
」
に
、
劉
基
は
「
甲
集
前
編
」
と
「
甲
集
」
の
兩
方
に
著
録
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さ
れ
る
。
劉
基
と
宋
濂
は
と
も
に
文
官
と
し
て
太
祖
の
創
業
を
支
え
た
開
國
の
功

臣
で
あ
り
、
年
齡
も
一
歲
し
か
違
わ
な
い
に
も
關
わ
ら
ず
扱
い
が
異
な
る
。
劉
基

に
元
朝
に
出
仕
し
て
い
た
經
歴
が
あ
る
の
が
理
由
だ
が
、
こ
の
著
録
の
仕
方
に
は

劉
の
出
處
進
退
に
對
す
る
錢
謙
益
の
複
雑
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
第
一
部
で
詳
し
く
述
べ
る
。

『
列
朝
詩
集
』
編
纂
の
歴
史
は
長
い
。
錢
謙
益
は
萬
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）

に
進
士
に
及
第
し
、
翰
林
院
編
修
と
な
っ
た
が
、
父
の
服
喪
の
た
め
歸
郷
し
、
そ

の
ま
ま
神
宗
在
位
中
は
常
熟
で
里
居
を
續
け
た
。
こ
の
里
居
の
時
期
に
程
嘉
燧
と

と
も
に
三
十
家
を
選
ん
だ
の
が
最
初
の
『
國
朝
詩
集
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
編
纂

作
業
は
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
の
中
央
政
界
へ
の
復
歸
に
よ
っ
て
一
旦
中
斷
す

る
。
そ
れ
を
再
開
し
た
の
は
、
二
十
數
年
後
、
明
清
鼎
革
後
の
順
治
三
年
（
一
六

四
六
）
の
こ
と
で
、
順
治
六
年
に
は
一
應
の
完
成
を
み
て
い
る
。
こ
れ
が
『
列
朝

詩
集
』
で
あ
り
、
毛
氏
汲
古
閣
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
、
淸
順
治
十
一
年
（
一
六
五
四
）

ご
ろ
に
完
刻
し
た
。
さ
ら
に
、
康
熙
三
十
七
年
（
一
六
九
八
）
に
は
、
錢
謙
益
の

（
三
）

族
孫
で
あ
る
錢
陸
燦
が
「
小
傳
」
の
み
を
輯
め
て
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
十
卷
を
刻

行
し
、
こ
れ
が
今
に
至
る
ま
で
明
代
詩
人
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
廣
く
流
布
し

て
い
る
。

し
か
し
、
「
文
獻
徵
す
べ
き
も
の
無
き
」
時
代
と
は
異
な
り
、
明
代
の
文
獻
は

目
睹
可
能
な
も
の
が
多
く
、
錢
謙
益
が
依
據
し
た
資
料
を
索
出
し
、
原
資
料
と
『
小

傳
』
と
を
比
較
對
照
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
小
傳
』
が
ど
の
よ

う
に
詩
人
の
傳
記
と
評
價
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
過
程
を
あ
る
程
度
跡

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
錢
謙
益
は
詩
人
の
傳
記
を
ど
の
よ
う
に
再
編

集
し
た
の
か
。
以
下
、
四
つ
の
テ
ー
マ
で
パ
ネ
リ
ス
ト
が
具
體
的
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
報
告
の
後
、
四
名
の
會
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
。

時
間
の
制
約
か
ら
そ
の
場
で
は
十
分
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
注

の
形
で
説
明
を
補
足
し
て
お
く
。
注
（
一
）
（
一
〇

）（
二
〇

）（
二
一

）
が
そ
れ
に
該
当
す

る
。

第
一
部
『
小
傳
』
の
依
據
資
料
か
ら
み
た
『
列
朝
詩
集
』
の
性
格

（
野
村
鮎
子
）

ま
ず
依
據
資
料
か
ら
み
た
『
小
傳
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
劉
基
・
高
啓
・
徐
禎

卿
・
葛
一
龍
の
傳
を
例
に
考
え
る
。

一
、
自
己
投
影
と
し
て
の
『
小
傳
』
―
劉
基
傳

劉
基
（
一
三
一
一
～
一
三
七
五
）
は
、
も
と
は
元
朝
の
官
僚
で
、
の
ち
に
朱
元

璋
に
仕
え
た
明
開
國
の
功
臣
で
あ
る
。
『
列
朝
詩
集
』
は
劉
基
の
元
朝
時
期
の
詩

篇
を
「
甲
集
前
編
」
に
收
録
し
、
入
明
後
の
詩
篇
に
つ
い
て
は
「
甲
集
」
卷
一
に

收
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
劉
基
の
「
小
傳
」
も
二
種
類
存
在
す
る
。

甲
集
前
卷

劉
基
傳

基
字
伯
溫
、
青
田
人
。
元
至
順
癸
酉
明
經
登
進
士
第
、
累
仕
皆
投
劾
去
。
方

谷
眞
反
、
爲
行
省
都
事
、
建
議
招
捕
、
省
臺
納
方
氏
賄
、
罷
官
、
羈
管
紹
興
。

感
憤
欲
自
殺
、
門
人
密
里
沙
抱
持
得
不
死
。
太
祖
定
婺
州
、
規
取
處
、
石
抹
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宜
孫
總
制
處
州
、
爲
其
院
經
歷
。
宜
孫
敗
走
、
歸
青
田
山
中
、
伏
匿
不
肯
出
。

孫
炎
奉
上
命
鈎
致
之
、
乃
詣
金
陵
。
後
以
佐
命
功
、
官
至
御
史
中
丞
、
封
誠

意
伯
。
正
德
中
、
謚
文
成
。
公
自
編
其
詩
文
曰
『
覆
瓿
集
』
者
、
元
季
作
也
。

曰
『
犁
眉
公
集
』
者
、
國
初
作
也
。
…
（
中
略
）
…
余
故
錄
『
覆
瓿
集
』
列

諸
前
編
、
而
以
『
犁
眉
集
』
冠
本
朝
之
首
、
百
世
而
下
、
必
有
論
世
而
知
公

之
心
者
。（
基

字
は
伯
溫
、
青
田
の
人
。
元
の
至
順
癸
酉[

四
年]

明
經
も
て

進
士
の
第
に
登
り
、
累
ね
て
仕
う
る
も
皆
な
劾
を
投
じ
て
去
る
。
方
谷
眞[

方

國
珍]

反
し
、
行
省
都
事[
行
中
書
省
都
事
、
從
七
品]

と
爲
り
て
、
招
捕[

自

ら
投
降
さ
せ
て
捕
縛
す
る
こ
と]
を
建
議
す
る
も
、
省
臺

方
氏
の
賄
を
納
れ
、

官
を
罷
め
し
め
、
紹
興
に
羈
管
す[
中
央
政
府
の
要
路
が
方
氏
の
賄
賂
を
受

け
取
り
、
劉
基
を
罷
免
し
て
紹
興
で
の
禁
足
處
分
に
し
た]

。
感
憤
し
て
自

殺
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
門
人
密
里
沙

抱
持
し
て
死
せ
ざ
る
を
得
た
り
。
太

祖

婺
州
を
定
め
、
處
を
規
取
す
る
に[

處
州
の
奪
取
を
謀
り]

、
石
抹
宜
孫

處
州
に
總
制
た
り
て
、
其
の
院
經
歷[

行
樞
密
院
經
歴]
と
爲
る
。
宜
孫
敗
走

し
、
青
田
の
山
中
に
歸
り
、
伏
匿
し
て
肯
え
て
出
で
ず
。
孫
炎

上[

明
太
祖]

の
命
を
奉
じ
て
之
を
鈎
致
し
、
乃
ち
金
陵
に
詣
ら
し
む
。
後

命
を
佐
す
る

の
功
を
以
て
、
官
は
御
史
中
丞
に
至
り
、
誠
意
伯
に
封
ぜ
ら
る
。
正
德
中
、

文
成
と
謚
せ
ら
る
。
公
自
ら
其
の
詩
文
を
編
み
て
『
覆
瓿
集
』
と
曰
う
者
は
、

元
季
の
作
な
り
。
『
犁
眉
公
集
』
と
曰
う
者
は
、
國
初
の
作
な
り
。
…
（
中

略
）
…
余

故
に
『
覆
瓿
集
』
を
錄
し
て
諸
れ
を
前
編
に
列
ね
、
而
し
て
『
犁

眉
集
』
を
以
て
本
朝
の
首
に
冠
す
。
百
世
し
て
下
、
必
ず
世
を
論
じ
て
公
の

心
を
知
る
者
有
ら
ん
。）

甲
集
卷
一

劉
基
傳

余
考
公
事
略
、
合
觀
『
覆
瓿
』
『
犁
眉
』
二
集
、
竊
窺
其
所
爲
歌
詩
、
悲
惋

衰
颯
、
先
後
異
致
。
其
深
衷
托
寄
、
有
非
國
史
家
狀
所
能
表
其
微
者
、
每
衋

然
傷
之
。（
余

公
の
事
略
を
考
え
、『
覆
瓿
』『
犁
眉
』
の
二
集
を
合
わ
せ
觀

る
に
、
竊
か
に
窺
う
、
其
の
爲
る
所
の
歌
詩
は
、
悲
惋
と
衰
颯
と
、
先
後
致

を
異
に
す
る
を[

一
方
は
悲
憤
嘆
惜
の
詩
、
も
う
一
方
は
衰
落
頽
廢
の
詩
が

多
く
、
前
後
で
趣
を
異
に
し
て
い
る
。]

。
其
の
深
衷
托
寄
、
國
史
家
狀
の

能
く
其
の
微
を
表
す
所
に
非
ざ
る
者
有
り
て[

『
實
録
』
や
行
状
な
ど
で
微

妙
な
と
こ
ろ
が
表
現
し
に
く
い
も
の
が
あ
り
、]

、
每
に

衋

然
と
し
て
之
を

き
ょ
く

傷
む[

い
つ
も
悲
痛
な
思
い
で
い
る]

。）

劉
基
の
『
覆
瓿
集
』
と
『
犁
眉
公
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
元
朝
で
の
作
、
明
朝
で
の

作
と
し
て
二
分
す
る
方
法
は
、
錢
謙
益
が
明
朝
で
の
作
を
『
初
學
集
』
、
入
清
以

後
の
作
を
『
有
學
集
』
と
名
づ
け
た
こ
と
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
明
と
清
の

兩
朝
に
出
仕
し
た
錢
が
劉
基
に
自
己
を
投
影
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
錢

は
元
朝
時
期
の
詩
集
で
あ
る
『
覆
瓿
集
』
の
中
に
劉
の
「
悲
惋[

悲
憤
嘆
惜
）
」
を
、

明
代
の
『
犁
眉
公
集
』
に
「
衰
颯[

衰
落
頽
廢]

」
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
批
評
は

自
ら
の
心
情
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）

「
劉
基
傳
」
の
依
據
資
料
は
「
誠
意
伯
劉
公
行
狀
」
（
以
下
、
「
行
狀
」
）
で
あ

る
。「
行
狀
」
の
敍
述
は
明
朝
で
の
活
躍
に
重
き
が
置
か
れ
る
が
、「
小
傳
」
は
む

し
ろ
元
の
忠
臣
と
し
て
の
劉
基
を
描
く
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
行

狀
」
で
は
劉
基
は
舊
主
で
あ
る
元
の
石
抹
宜
孫
が
朱
元
璋
に
敗
れ
る
以
前
に
、
靑

田
に
歸
隱
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
小
傳
」
で
は
靑
田
退
居
は
石
抹
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宜
孫
の
敗
北
後
だ
と
し
、
劉
が
舊
主
へ
の
節
義
を
守
っ
た
こ
と
を
强
調
す
る
。
ま

た
、
「
行
狀
」
で
は
劉
は
天
象
を
見
て
天
命
を
知
り
、「
眞
主
」
を
輔
け
る
べ
き
だ

と
い
う
母
の
言
葉
で
朱
元
璋
へ
の
出
仕
を
決
斷
し
た
と
さ
れ
る
が
、
「
小
傳
」
で

は
孫
炎
の
勸
誘
と
說
得
で
出
仕
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
五
）

こ
の
よ
う
に
「
小
傳
」
は
、
「
行
狀
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
に
は
抑
制

的
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
「
行
狀
」
の
話
を
斷
章
取
義
的
に
利
用
し
て
い
る
箇
所

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
方
國
珍
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
元
の
中
央
政
府
の
要
人
が
、

方
を
赦
免
し
、
そ
れ
に
反
對
す
る
劉
基
を
罷
免
し
た
た
め
、
劉
が
憤
り
の
あ
ま
り

自
殺
を
圖
っ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
「
小
傳
」
の
中
で
劉
の
政

（
六
）

治
腐
敗
へ
の
義
憤
を
强
調
す
る
效
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
錢
謙
益
の

作
爲
が
認
め
ら
れ
る
。

二
、
刑
死
を
め
ぐ
る
異
説
の
提
示
―
高
啓
傳

高
啓
（
一
三
三
六
～
一
三
七
四
）
は
、
呉
の
張
氏
政
權
下
で
詩
名
を
馳
せ
た
詩

人
で
、
入
明
後
は
太
祖
に
仕
え
た
が
、
の
ち
腰
斬
の
刑
に
處
せ
ら
れ
た
。

「
高
啓
小
傳
」（
甲
集
卷
四
）
は
、
彼
の
刑
死
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

先
是
季
迪
以
史
事
爲
祭
酒
魏
觀
屬
官
、
雅
相
知
契
。
觀
奉
命
守
蘇
、
爲
季
迪

徙
居
城
中
夏
侯
里
、
接
見
甚
密
。
觀
改
修
府
治
、
季
迪
作
「
上
梁
文
」
、
連

坐
腰
斬
、
洪
武
七
年
也
、
年
三
十
有
九
。
（
是
れ
よ
り
先

季
迪
は
史
事
を
以

て
祭
酒[

國
子
監
祭
酒]

の
魏
觀
の
屬
官
と
爲
り
、
雅
よ
り
相
い
知
契
た
り[

知

も
と

己
の
間
柄
だ
っ
た]

。
觀

命
を
奉
じ
て
蘇
に
守
た
る
に
、
爲
に
季
迪
を
し
て

城
中
の
夏
侯
里
に
居
を
徙
せ
し
め
、
接
見
甚
だ
密
な
り
。
觀

府
治
を
改
修

す
る
に
、
季
迪
「
上
梁
文
」[

棟
上
げ
の
文]

を
作
り
、
連
坐
し
て
腰
斬
せ
ら

る
、
洪
武
七
年
（
一
三
七
四
）
な
り
、
年
三
十
有
九
。）

刑
死
の
表
向
き
の
理
由
は
、
蘇
州
知
府
の
魏
觀
が
張
士
誠
の
宮
殿
の
遺
址
に
府

衙
を
築
い
た
こ
と
で
謀
叛
の
罪
を
得
、
魏
觀
と
親
し
か
っ
た
高
啓
が
か
つ
て
府
衙

の
た
め
に
「
郡
治
上
梁
文
」
を
書
き
、
そ
の
中
に
「
龍
盤
虎
踞
」
等
の
句
が
あ
っ

た
と
し
て
明
太
祖
の
怒
り
を
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
「
小
傳
」
も
基
本
的
に
こ

の
説
に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
錢
謙
益
は
甲
集
第
四
之
下
に
採
録
す
る
高
啓
詩
「
宮
女
圖
」
に
附
記

す
る
形
で
異
説
を
提
示
し
て
い
る
。

呉
中
野
史
載
季
迪
因
此
詩
得
禍
。
余
初
以
爲
無
稽
。
及
觀
國
初
『
昭
示
』
諸

錄
所
載
李
韓
公
子
侄
諸
小
侯
爰
書
及
高
帝
手
詔
豫
章
侯
罪
狀
、
初
無
隱
避
之

詞
、
則
知
季
迪
此
詩
蓋
有
爲
而
作
。
諷
諭
之
詩
、
雖
妙
絕
古
今
、
而
因
此
觸

高
帝
之
怒
、
假
手
于
魏
守
之
獄
、
亦
事
理
之
所
有
也
。
論
者
詳
之
。

（
呉
中
野
史
載
す
、
季
迪

此
の
詩
に
因
り
て
禍
を
得
た
り
と
。
余

初
め
以

（
七
）

て
無
稽
と
爲
す
も
、
國
初
の
『
昭
示
』[

洪
武
二
十
三
年
に
太
祖
が
發
布
し

た
『
昭
示
姦
黨
錄
』]

の
諸
錄
の
載
す
る
所
の
李
韓
公[

李
善
長]

の
子
侄
の

諸
小
侯
の
爰
書[

判
決
文]

及
び
高
帝
手
詔
の
豫
章
侯[

胡
美]

罪
狀
の
、
初
め

よ
り
隱
避
の
詞
無
き
を
觀
る
に
及
び
、
則
ち
季
迪
の
此
の
詩
は
蓋
し
爲
に
す

た
め

る
有
り
て
作
る
を
知
れ
り
。
諷
諭
の
詩
、
古
今
に
妙
絕
た
り
と
雖
も
、
此
れ

に
因
り
て
高
帝
の
怒
り
に
觸
れ
、
手
を
魏
守
の
獄
に
假
す
る
は
、
亦
た
事
理

の
有
る
所
な
り
。
論
者
之
を
詳
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
。）
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右
に
よ
れ
ば
、
「
宮
女
圖
」
は
太
祖
の
荒
淫
と
後
宮
の
亂
脈
ぶ
り
を
諷
喩
し
た

も
の
で
、
太
祖
は
こ
れ
を
恨
み
、
後
に
魏
觀
案
に
か
こ
つ
け
て
彼
を
斷
罪
し
た
こ

と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
牽
強
附
會
の
説
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
眞
相
が

（
八
）

ど
う
で
あ
れ
、
錢
謙
益
が
提
示
し
た
異
説
が
詩
人
の
悲
劇
的
な
最
期
を
い
っ
そ
う

謎
め
い
た
も
の
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

三
、
反
七
子
・
反
竟
陵
―
徐
禎
卿
傳
と
葛
一
龍
傳

錢
謙
益
は
自
ら
の
呉
の
詩
を
正
統
な
雅
聲
だ
と
す
る
一
方
、
七
子
の
詩
を
秦
風

（
秦
調
）、
竟
陵
派
の
詩
を
楚
風
（
楚
調
）
と
呼
ん
で
排
撃
し
た
。

「
徐
禎
卿
傳
」
（
丙
集
卷
九
）
は
、
徐
禎
卿
（
一
四
七
九
～
一
五
一
一
）
が
呉

人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
士
及
第
後
に
北
京
で
李
夢
陽
の
復
古
主
義
に

傾
倒
し
た
こ
と
を
批
判
し
、「
呉
中
の
名
士

頗
る
『
邯
鄲
學
歩
』
の
誚
り
有
り
」

と
い
う
。
た
だ
し
、
前
七
子
隆
盛
の
時
代
に
徐
禎
卿
を
謗
っ
た
「
呉
中
の
名
士
」

が
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
こ
で
い
う
「
呉
中
の
名
士
」
と
は
、
明
末
の
、

反
七
子
の
文
學
觀
を
錢
謙
益
と
共
有
す
る
者
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
明
末
清
初
、
呉
の
洞
庭
山
の
生
ま
れ
で
五
律
の
名
手
と
さ
れ
た
葛
一
龍

（
一
五
六
七
～
一
六
四
〇
）
は
、
竟
陵
派
の
譚
友
夏
と
親
し
く
交
わ
り
、
そ
の
詩

風
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
錢
に
徹
底
的
に
糾
彈
さ
れ
て
い
る
。
竟
陵
派
は
錢
謙

益
に
と
っ
て
亡
國
の
調
べ
で
あ
っ
た
。

（
九
）

「
葛
一
龍
傳
」（
丁
集
卷
十
四
）
は
「
人
謂
う
震
甫
［
葛
一
龍
の
字
］
の
楚
に

咻
か
ま
び
す

し
き
は
、
猶
お
昌
穀
［
徐
禎
卿
］
の
秦
に
移
る
が
ご
と
く
、
爲
に
一
喟
す
可
き
な

い
っ

き

り
」
と
し
て
、
そ
の
呉
聲
に
對
す
る
裏
切
り
行
爲
を
徐
禎
卿
に
擬
え
る
の
で
あ
る
。

『
列
朝
詩
集
』
は
彼
の
詩
を
六
十
八
首
と
多
數
收
録
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
錢
謙

益
が
「
呉
の
後
賢
を
し
て
自
ら
樹
つ
る
所
以
を
知
ら
し
む
」
た
め
に
「
晩
年
の
變

調
［
楚
調
］
を
祓
除
し
」
た
も
の
だ
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
錢
謙
益
は
呉
の
出
身
者
で
七
子
や
竟
陵
を
標
榜
す
る
者
に
對

し
て
、
容
赦
な
い
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
も
は
や
客
觀
的
な
批

評
と
し
て
の
域
を
超
え
る
次
元
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
〇
）

第
二
部
「
謝
榛
小
傳
」
か
ら
み
る
『
列
朝
詩
集
』
の
性
格

（
田
口
一
郎
）

「
後
七
子
」
の
一
人
と
さ
れ
る
謝
榛
（
一
四
九
九
～
一
五
七
五
）
を
例
に
、

錢
謙
益
『
列
朝
詩
集
』
の
詩
人
評
價
の
問
題
點
を
考
察
す
る
。

一
、
『
列
朝
詩
集
』
の
詩
人
評
價
の
偏
向

『
列
朝
詩
集
』
の
詩
人
評
價
に
偏
向
が
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
例
え
ば
吳
偉
業

「
龔
芝
麓
詩
序
」
（
『
吳
梅
村
集
』
卷
二
三
）
、
「
太
倉
十
子
詩
序
」
（
『
吳
梅
村

集
』
卷
三
十
）
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
具
體
的
に
は
ど
の
よ
う

（
一
一
）

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
に
見
て
い
こ
う
。

二
、
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
の
記
載
と
事
實
と
の
齟
齬
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『
列
朝
詩
集
』
丁
集
卷
五
・
謝
山
人
榛
傳
か
ら
、
三
つ
の
部
分
を
取
り
あ
げ

檢
討
す
る
。

１
、
諸
人
作
五
子
詩
、
咸
首
茂
秦
…
…
交
口
排
茂
秦
、
削
其
名
於
七
子
・
五
子

之
列
。
（
諸
人

五
子
詩
を
作
す
に
、
咸
な
茂
秦
を
首
と
し
、
…
…
口
を

交
え
て
［
口
々
に
］
茂
秦
を
排
し
、
其
の
名
を
七
子
・
五
子
の
列
よ
り
削

る
。
）

一
般
に
〇
子
詩
と
い
う
と
、
自
分
以
外
の
〇
人
と
な
り
、
そ
の
人
數
に
本
人

は
含
ま
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
五
子
詩
」
と
い
う
と
實
際
に
は
六
人
か
ら
構
成
さ

れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
文
學
史
上
い
わ
ゆ
る
「
五
子
」
の
「
五
子
詩
」

（
い
ず
れ
も
五
言
古
詩
）
の
構
成
員
（
い
ず
れ
も
採
錄
順
）
を
確
認
し
て
み
る
。

・
宗
臣
『
宗
子
相
集
』
卷
四
「
五
子
詩
」
、

謝
榛
・
李
攀
龍
・
徐
中
行
・
梁
有
譽
・
王
世
貞
。

・
梁
有
譽
『
蘭
汀
存
藳
』
卷
一
「
五
子
詩
」
、

謝
榛
・
李
攀
龍
・
徐
中
行
・
宗
臣
・
王
世
貞
。

・
李
攀
龍
『
滄
溟
集
』
卷
四
「
五
子
詩
」
、

王
世
貞
・
呉
國
倫
・
宗
臣
・
徐
中
行
・
梁
有
譽
。

・
王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
卷
十
四
「
五
子
篇
」
、

李
攀
龍
・
徐
中
行
・
梁
有
譽
・
呉
國
倫
・
宗
臣
。

・
吳
國
倫
『
甔
甀
洞
稿
』
卷
五
「
五
子
詩
」
、

李
攀
龍
・
王
世
貞
・
宗
臣
・
徐
中
行
・
梁
有
譽
。

・
謝
榛
『
四
溟
集
』
、
徐
中
行
『
天
目
先
生
集
』
『
青
蘿
館
詩
』
に
は
「
五

子
詩
」
は
無
し
。

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、「
五
子
」
と
い
う
の
は
固
定
し
た
五
人
で
は
な
く
、

時
々
の
會
合
に
參
加
し
た
自
分
以
外
の
「
五
人
の
君
子
」
（
計
六
人
）
と
い
う

意
味
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
み
な
」
が
謝
榛
を
五
子
の
筆
頭
に
置
い
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、
謝
榛
が
含
ま
れ
な
い
場
合
す
ら
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
小

傳
」
の
記
述
か
ら
、
當
時
固
定
し
た
「
五
子
」
が
い
た
と
考
え
る
と
誤
り
に
な

る
。さ

ら
に
こ
う
い
う
場
合
、
順
番
も
實
力
者
が
筆
頭
に
來
る
の
で
は
な
く
、
年

齡
が
高
い
順
に
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
所
謂
「
七
子
」
の
出
生
年
を
見

て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
。

謝
榛
（
一
四
九
九
生
）
、
李
先
芳
（
一
五
一
一
生
）
、
吳
維
嶽
（
一
五
一

四
生
）
、
李
攀
龍
（
一
五
一
四
生
）
、
余
曰
徳
（
一
五
一
四
生
）
、
徐
中
行

（
一
五
一
七
生
）
、
梁
有
譽
（
一
五
一
九
生
）
、
呉
國
倫
（
一
五
二
四
生
）
、

宗
臣
（
一
五
二
五
生
）
、
王
世
貞
（
一
五
二
六
生
）
、
張
佳
胤
（
一
五
二

七
生
）

こ
れ
を
基
に
上
記
「
五
子
」
を
見
る
と
、
李
攀
龍
・
吳
國
倫
詩
の
配
列
が
若

干
乱
れ
る
の
を
除
き
、
他
は
ほ
ぼ
年
齡
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

つ
ま
り
錢
謙
益
は
何
種
か
あ
る
「
五
子
」
の
一
部
、
年
齡
が
上
の
謝
榛
が
先

に
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
あ
た
か
も
謝
榛
が
「
五
子
」
の
指
導
者

で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
、
于
鱗
遺
書
絕
交
（
于
鱗

書
を
遺
り
交
を
絕
つ
）

李
攀
龍
は
文
名
が
高
ま
る
と
、
謝
榛
を
排
斥
す
る
た
め
に
絶
交
書
を
送
っ
た

と
す
る
が
、
李
攀
龍
が
嘉
靖
三
十
三
年
（
一
五
六
〇
）
頃
に
送
っ
た
絶
交
書
（
『
滄

溟
集
』
卷
二
五
「
戲
爲
絶
謝
茂
秦
書
」
）
は
「
戲
れ
に
」
の
但
し
書
き
つ
き
で
、

そ
の
後
嘉
靖
三
十
五
年
頃
で
も
親
交
を
表
す
資
料
が
見
え
る
。
さ
ら
に
謝
榛
死

（
一
二
）
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亡
時
（
萬
曆
三
年
・
一
五
七
五
）
に
は
、
王
世
貞
（
『
弇
州
四
部
稿
』
卷
四
二

「
聞
謝
茂
秦
客
死
魏
郡
、
寄
詩
輓
之
」
）
、
徐
中
行
（
『
天
目
先
生
集
』
卷
五
「
哭

于
鱗
墓
甫
三
載
、
謝
茂
秦
死
于
趙
、
而
諸
子
生
計
甚
微
、
乃
出
橐
中
裝
遺
之
」
）
、

呉
國
倫
（
『
甔
甀
洞
稿
』
卷
二
五
「
過
鄴
弔
謝
茂
秦
山
人
」
）
な
ど
が
追
悼
文

を
寄
せ
て
、
親
交
が
續
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

つ
ま
り
錢
謙
益
の
記
載
は
、
事
實
の
一
部
を
傳
え
て
は
い
る
が
、
總
體
的
な

眞
實
は
傳
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

３
、
其
稱
詩
之
指
要
、
實
自
茂
秦
發
之
。
（
其
の
詩
の
指
要
を
稱
す
る
は
、
實

は
茂
秦
自
り
之
を
發
す
。
）

こ
こ
か
ら
は
、
七
子
の
文
學
理
論
は
謝
榛
か
ら
奪
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ

う
に
讀
め
る
。
し
か
し
こ
れ
は
原
資
料
、
謝
榛
『
詩
家
直
説
』
卷
三
・
四
〇
を

巧
み
に
改
變
し
た
も
の
で
、
そ
も
そ
も
『
詩
家
直
説
』
に
表
さ
れ
る
謝
榛
の
文

学
理
論
は
、
古
人
に
倣
う
李
攀
龍
・
王
世
貞
の
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
謝
榛
は
、
古
文
辭
派
が
宗
と
す
る
直
接
的
な
模
倣
に
対
し
て
批
判

的
（
「
作
詩
最
忌
蹈
襲
（
「
作
詩
は
最
も
蹈
襲
を
忌
む
）
」
（
卷
二
・
一
〇
六
）
、

「
凡
襲
古
人
句
、
不
能
翻
意
新
奇
、
造
語
簡
妙
、
乃
有
愧
古
人
矣
（
凡
そ
古
人

の
句
を
襲
い
て
は
、
翻
意
新
奇
、
造
語
簡
妙
な
る
能
わ
ず
、
乃
ち
古
人
に
愧
ず

る
有
り
）
」
（
卷
三
・
九
）
、
「
本
朝
有
學
子
美
者
、
則
未
免
蹈
襲
（
本
朝

子
美

に
學
ぶ
者
有
り
、
則
ち
未
だ
蹈
襲
を
免
が
れ
ず
）
」（
卷
三
・
二
四
）
）
で
あ
り
、

規
範
と
す
べ
き
作
品
も
「
初
唐
・
盛
唐
諸
家
」
（
卷
三
・
一
二
ま
た
卷
四
・
五

七
）
と
幅
広
い
。

ま
た
そ
も
そ
も
謝
榛
は
典
據
使
用
の
少
な
さ
が
指
摘
さ
れ
る
作
風
で
（
明

・
王
兆
雲
『
皇
明
詞
林
人
物
考
』（
萬
暦
三
十
二
年
序
刊
本
）
卷
九
「
謝
茂
秦
」
）
、

い
わ
ゆ
る
古
文
辭
派
の
文
體
と
は
そ
の
實
作
に
お
い
て
異
な
る
も
の
が
あ
る
の

で
あ
る
。

三
、
錢
謙
益
の
評
價
の
影
響
―
「
七
子
」
概
念
の
變
転

「
小
傳
」
を
基
礎
資
料
と
し
た
『
明
史
』
に
よ
っ
て
、
李
攀
龍
・
王
世
貞
・

謝
榛
・
宗
臣
・
梁
有
譽
・
徐
中
行
・
吳
國
倫
の
七
人
か
ら
な
る
「
七
子
」
概
念

は
一
般
化
す
る
が
、
そ
れ
以
前
、
實
際
に
は
以
下
の
よ
う
に
樣
々
な
「
〇
子
」

が
存
在
し
た
。

●
李
攀
龍
、
余
曰
德
、
徐
中
行
、
呉
國
倫
、
宗
臣
、
王
世
貞
、
張
佳
胤

（
王
世
貞
（
一
五
二
六
～
一
五
九
〇
）
「
瑞
昌
王
府
三
輔
國
將
軍
龍
沙
公
曁

元
配
張
夫
人
合
葬
志
銘
」
『
弇
州
山
人
續
稿
』
卷
一
一
一
）

●
李
攀
龍
、
徐
中
行
、
梁
有
譽
、
宗
臣
、
王
世
貞
＝
「
五
子
」

●
李
攀
龍
、
徐
中
行
、
梁
有
譽
、
呉
國
倫
、
宗
臣
、
王
世
貞
＝
「
六
子
」

●
李
攀
龍
、
余
曰
德
、
徐
中
行
、
梁
有
譽
、
呉
國
倫
、
宗
臣
、
王
世
貞
、
張
佳

胤
＝
「
七
子
」
（
八
名
）

（
王
世
懋
（
一
五
三
六
～
一
五
八
八
）「
賀
天
目
徐
大
夫
子
與
轉
左
方
伯
序
」

『
王
奉
常
集
』
卷
五
）

●
謝
榛
、
李
攀
龍
、
徐
中
行
、
梁
有
譽
、
呉
國
倫
、
宗
臣
、
王
世
貞
＝
「
七
子
」

（
歐
大
任
（
一
五
一
六
～
九
六
）
「
梁
比
部
傳
」
、
焦
竑
『
國
朝
獻
徴
録
』

卷
四
七
）

（
陳
繼
儒
（
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）
『
新
刻
陳
眉
公
攷
正
國
朝
七
子
詩
集

註
解
』
序
）

●
謝
榛
、
李
先
芳
、
吳
維
嶽
、
李
攀
龍
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→
謝
榛
、
李
先
芳
、
吳
維
嶽
、
李
攀
龍
、
王
世
貞

→
謝
榛
、
吳
維
嶽
、
李
攀
龍
、
王
世
貞

→
謝
榛
、
吳
維
嶽
、
李
攀
龍
、
梁
有
譽
、
宗
臣
、
王
世
貞
＝
「
五
子
」（
六
名
）

→
謝
榛
、
吳
維
嶽
、
李
攀
龍
、
徐
中
行
、
梁
有
譽
、
呉
國
倫
、
宗
臣
、
王
世
貞

＝
「
七
子
」
（
八
名
）

（
『
明
史
』
卷
二
八
七
・
李
攀
龍
傳
、
『
明
史
稿
』
も
略
同
）

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
十
六
世
紀
中
葉
ま
で
は
樣
々
な
「
〇
子
」
が
存
在

し
た
が
、
陳
繼
儒
・
錢
謙
益
、
そ
れ
を
受
け
て
『
明
史
』
が
「
七
子
」
を
確
定

す
る
に
至
り
、
所
謂
「
七
子
」
概
念
は
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
一
三
）

そ
も
そ
も
王
世
貞
は
『
藝
苑
卮
言
』
卷
七
に

吟
詠
時
流
布
人
間
、
或
稱
七
子
、
或
八
子
、
吾
曹
實
未
嘗
相
標
榜
也
。（
吟

詠
時
に
人
間
に
流
布
し
、
或
い
は
七
子
と
稱
し
、
或
い
は
八
子
と
す
る
も
、

吾
曹
實
に
未
だ
嘗
て
相
い
標
榜
せ
ざ
る
な
り
）

と
述
べ
、
王
世
懋
は
「
賀
天
目
徐
大
夫
子
與
轉
左
方
伯
序
」
（
『
王
奉
常
集
』

卷
五
）
に
、

而
海
内
好
事
者
家
傳
嘉
靖
間
七
子
、
豈
非
以
建
安
之
鄴
下
、
正
始
之
竹
林
、

好
稱
擧
其
數
耶
。
（
而
し
て
海
内
の
好
事
者
嘉
靖
間
の
七
子
と
家
傳
す
、

豈
に
建
安
の
鄴
下
、
正
始
の
竹
林
を
以
て
、
好
稱
と
し
て
其
の
數
を
擧
ぐ

る
に
非
ざ
る
や
。
）

と
述
べ
て
お
り
、
固
定
し
た
か
た
ち
で
の
「
〇
子
」
に
対
し
て
愼
重
な
態
度
す

ら
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
錢
謙
益
の
記
述
に
は
、
事
實
の
一
部
を
切
り
取

り
、
全
體
と
し
て
は
誤
解
に
導
く
よ
う
な
例
が
間
々
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
以
て

基
礎
資
料
と
す
る
の
は
大
變
危
険
で
、
『
小
傳
』
と
原
資
料
の
詳
細
な
比
較
檢

討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
部
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
李
東
陽
、
湯
顯
祖
の
評
價
を
め
ぐ
っ

て

（
和
泉
ひ
と
み
）

本
報
告
で
は
李
東
陽
傳
及
び
湯
顯
祖
傳
を
題
材
に
し
て
檢
討
す
る
。

一
、
李
東
陽
評
價
の
ポ
イ
ン
ト
―
明
朝
最
盛
期
に
育
ま
れ
た
文

學

『
小
傳
』
は
李
東
陽
の
功
績
を
稱
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

國
家
休
明
之
運
、
萃
於
成
・
弘
、
公
以
金
鐘
玉
衡
之
質
、
振
朱
弦
清
廟
之

音
。
（
國
家
休
明
の
運
［
國
家
が
最
盛
期
を
迎
え
る
運
氣
］
、
成
・
弘
［
成

化
、
弘
治
年
間
］
に
萃
ま
り
、
公
［
李
東
陽
］

金
鐘
玉
衡
の
質
を
以
て

あ
つ

［
金
の
鐘
の
よ
う
な
高
大
な
器
量
と
北
斗
七
星
の
よ
う
に
明
晰
な
鑑
識
眼

で
］
、
朱
弦
清
廟
の
音
を
振
る
わ
す
［
朱
弦
を
練
っ
た
大
琴
に
よ
り
熟
し

た
音
色
を
奏
で
朝
廷
の
文
學
を
振
興
し
た
］
。
）

錢
謙
益
は
こ
こ
で
、
李
東
陽
を
明
朝
最
盛
期
に
政
治
及
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

の
中
樞
に
あ
っ
て
文
藝
を
司
っ
た
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
、
高
く
評
價
し
て
い

る
。
李
東
陽
は
臺
閣
體
の
典
雅
を
受
け
繼
ぎ
な
が
ら
も
、
情
感
に
富
む
洒
脱
な

詩
文
を
創
作
し
文
壇
の
風
潮
を
變
え
た
が
、
前
七
子
の
擡
頭
に
政
治
的
要
因
が

相
俟
っ
て
、
正
德
年
間
以
降
、
存
在
感
が
薄
れ
、
明
代
の
文
壇
に
お
い
て
忘
れ

ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
錢
謙
益
は
、
そ
れ
を
盟
友
の
程
嘉
燧
と
と
も
に
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再
發
見
し
て
文
學
史
上
に
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
『
小
傳
』
の
外
、
『
列
朝

詩
集
』
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
北
京
大
學
圖
書
館
稿
本
『
歷
朝
詩
集
』
の
李
東

（
一
四
）

陽
傳
や
、
李
東
陽
「
夜
過
仲
家
淺
閘
」
詩
を
踏
ま
え
た
「
七
月
廿
三
日
舟
過
仲

家
淺
牐
、
戲
作
長
句
、
書
李
文
正
公
詩
卷
後

」
詩
（
『
初
學
集
』
卷
八
）
に

も
同
主
旨
の
文
を
書
い
て
い
る
。

錢
謙
益
ら
が
李
東
陽
を
と
り
わ
け
高
く
評
價
し
た
理
由
は
、
彼
ら
が
單
に

そ
の
詩
文
の
作
風
に
感
銘
を
受
け
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
錢

謙
益
「
題
懷
麓
堂
詩
鈔
」
（
『
初
學
集
』
卷
八
三
）
は
、
程
嘉
燧
が
選
定
し
た

李
東
陽
の
詩
集
の
た
め
に
錢
謙
益
が
書
い
た
も
の
で
、
文
中
、
李
東
陽
の
詩
風

と
對
照
的
な
も
の
と
し
て
、
三
つ
の
「
近
代
の
詩
病
」
を
擧
げ
る
。
即
ち
「
宋

元
の
窠
臼
に
沿
い
て
、
排
章
儷
句
し
、
支
綴
蹈
襲[

無
理
矢
理
寄
せ
集
め
て
先

達
の
作
品
を
踏
襲]

」
す
る
と
い
う
「
弱
病
」
、
「
唐
・
『
選
（
文
選
）
』
の
餘
瀋

[

殘
さ
れ
た
墨
汁]

を

剽

り
、
生
呑
活
剝
し
、
叫
號
隳
突[

大
聲
で
騷
ぎ
立
て

か
す
め
と

る]

」
す
る
と
い
う
「
狂
病
」
、
「
郊[

孟
郊]

・
島[

賈
島]

の
旁
門
を
搜
し
、
蠅

聲
蚓
竅[

蠅
の
音
や
穴
か
ら
音
を
發
す
る
ミ
ミ
ズ
の
鳴
き
聲
の
よ
う
な
無
病
の

呻
吟]

、
晦
昧
結
愲[

陰
鬱
で
心
亂
れ
て
解
き
放
た
れ
な
い]

」
す
る
と
い
う
「
鬼

病
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
狂
病
」
は
七
子
、「
鬼
病
」
は
竟
陵
派
を
指
す
。

（
一
五
）

ま
た
、
や
は
り
李
東
陽
作
品
の
た
め
に
書
い
た
「
書
李
文
正
公
手
書
東
祀

錄
略
卷
後
」
（
『
初
學
集
』
卷
八
三
）
で
は
、
錢
謙
益
は
前
後
七
子
の
「
狂
病
」

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
鬼
病
」
を
患
う
竟
陵
派
の
「
魈
吟
鬼
嘯
」
、
即
ち
魑

魅
の
吟
詠
、
幽
靈
の
嘯
き
と
い
う
作
風
の
も
た
ら
す
雲
霧
は
、
「
空
同[

李
夢

陽]

よ
り
尤
甚
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
々
は
「
烏
ん
ぞ
以
て
西
涯[

李
東
陽]

を
知
る
に
足
る
哉
」
と
斷
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
竟
陵
派
の
作
風
こ
そ
が
國
家

の
「
氣
運
」
を
追
隨
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
國
家
隆
盛
の
象
徴
で
あ
っ
た
李
東
陽

の
作
風
と
は
對
照
的
に
、
國
家
の
「
衰
晩
の
懼
れ
」
を
惹
く
極
め
て
危
險
な
も

の
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
（
「
徐
司
寇
畫
溪
詩
集
序
」
、
『
初
學
集
』
卷
三

十
）こ

う
し
た
記
述
に
據
る
な
ら
、
錢
謙
益
が
李
東
陽
を
再
發
見
し
、
こ
と
の

ほ
か
高
く
評
價
す
る
背
景
に
は
、
李
東
陽
の
詩
文
を
作
品
本
位
で
評
價
す
る
以

外
に
、
亡
國
の
危
機
を
誘
う
竟
陵
派
を
排
斥
す
る
た
め
の
根
據
と
し
た
い
と
い

う
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
錢
謙
益
は
李
東
陽

の
外
、
蘇
州
畫
壇
の
領
袖
だ
っ
た
沈
周
の
詩
文
も
と
り
わ
け
高
く
評
價
し
て
お

り
、
李
東
陽
と
同
樣
に
、
王
朝
最
盛
期
の
涵
養
が
沈
周
の
成
就
を
も
た
ら
し
た

こ
と
、
唐
末
の
陸
龜
蒙
の
境
遇
と
比
較
す
る
の
は
不
適
當
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

述
べ
て
い
る
。
（
錢
謙
益
「
石
田
詩
鈔
序
」
『
初
學
集
』
卷
四
十
）

二
、
湯
顯
祖
を
反
七
子
の
同
志
と
見
な
し
た
錢
謙
益

『
小
傳
』
湯
顯
祖
傳
で
は
、
湯
顯
祖
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
前
後
七
子
の
作

品
を
「
贋
文
」
と
斷
じ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

我
朝
文
字
、
以
宋
學
士
爲
宗
、
李
夢
陽
至
瑯
琊
、
氣
力
強
弱
巨
細
不
同
、

等
贋
文
爾
。
（
我
が
朝
の
文
字
［
文
學
作
品]

、
宋
學
士
［
濂]

を
以
て
宗

と
爲
し
、
李
夢
陽
よ
り
瑯
琊
［
王
世
貞]

に
至
る
ま
で
、
氣
力
強
弱
巨
細

同
じ
か
ら
ず
、
贋
文
に
等
し
き
爾
。
）

こ
の
記
述
は
湯
顯
祖
「
張
夢
澤
に
答
う
」
（
『
玉
茗
堂
尺
牘
』
四
）
と
い
う

書
簡
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
文
中
、
張
夢
澤
即
ち
張
師
繹
に
文
集
の
刊
行
を

促
さ
れ
た
も
の
の
、
「
世
に
行
う
に
足
ら
ず
」
と
し
て
湯
顯
祖
は
五
つ
の
理
由

を
擧
げ
て
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
る
。
『
小
傳
』
の
引
用
は
、
そ
の
理
由
の
二
つ

目
に
當
た
る
部
分
で
、
若
干
文
言
が
異
な
る
も
の
の
同
樣
の
内
容
が
見
え
る
。

詩人の傳記と批評はどのように形づくられるか――『列朝詩集小傳』を例に――
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し
か
し
、
湯
顯
祖
の
書
簡
で
は
『
小
傳
』
引
用
部
分
の
續
き
で
、
「
弟

何
人

に
し
て
能
く
其
の
眞
を
爲
さ
ん
や
。
眞
な
ら
ず
ん
ば
行
う
に
足
ら
ず
（
弟
何
人

能
爲
其
眞
。
不
眞
不
足
行
）
。
」
と
し
、
自
分
も
眞
の
文
を
書
く
こ
と
は
で
き

ず
贋
の
文
し
か
書
け
な
い
た
め
、
文
集
を
刊
行
す
る
に
は
不
十
分
だ
、
と
言
っ

て
お
り
、
湯
顯
祖
が
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
單
に
前
後
七
子
を
批
判
し
た
だ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
『
小
傳
』
に
は
、
湯
顯
祖
が
前
後
七
子
を
批
判
し
、
そ
れ
が
王
世
貞

に
傳
わ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

又
簡
括
獻
吉
・
于
鱗
・
元
美
文
賦
、
標
其
中
用
事
出
處
及
增
減
漢
史
唐
詩

字
面
。
流
傳
白
下
、
使
元
美
知
之
。
元
美
曰
「
湯
生
標
塗
吾
文
、
異
時
亦

當
有
標
塗
湯
生
者
。
」
（
又
獻
吉
［
李
夢
陽]

・
于
鱗
［
李
攀
龍]

・
元
美

［
王
世
貞]

の
文
賦
を
簡
括
し
［
簡
單
に
概
括
し]

、
其
の
中
の
用
事
、
出

處
及
び
漢
史
、
唐
詩
の
字
面
を
增
減
す
る
を
標
す
［
指
摘
し
た]

。
白
下

［
南
京]

に
流
傳
し
、
元
美
を
し
て
之
を
知
ら
し
む
。
元
美
曰
く
「
湯
生

吾
が
文
を
標
塗
す
る
も
［
指
摘
し
て
書
き
改
め
た
が]
、
異
時
亦

當
に
湯

生
を
標
塗
す
る
者
有
る
べ
し
」
と
。)

こ
れ
は
王
世
貞
の
長
子
に
宛
て
た
書
簡
「
答
王
澹
生
」
（
『
玉
茗
堂
尺
牘
』

一
）
に
見
え
る
も
の
で
、
『
小
傳
』
は
こ
れ
を
湯
顯
祖
の
反
七
子
の
論
據
と
し

て
い
る
。
だ
が
湯
顯
祖
の
書
簡
に
は
續
き
が
あ
る
。
王
世
貞
は
湯
顯
祖
の
「
標

塗
」
を
見
た
後
、「
微
か
に
笑
い
て
曰
く
『
之
に
隨
え
。
』
」
と
言
っ
て
『
小
傳
』

引
用
の
發
言
を
し
、
そ
の
對
應
を
聞
い
た
湯
顯
祖
は
「
憮
然
と
し
て
［
茫
然
自

失
し
て]

曰
く
『
王
公

達
人
に
し
て
、
吾

之
を
愧
づ
。
」
と
言
っ
た
と
あ
る

の
で
あ
る
。
一
方
、
『
小
傳
』
は
引
用
の
直
後
に
「
王
・
李
の
興
り
て
自
り
、

（
一
六
）

百
有
餘
歲
、
義
仍
［
湯
顯
祖]

霧
雺
充
塞
す
る
の
時
［
後
七
子
に
よ
る
霧
が
充

滿
す
る
時]

に
當
た
り
、
其
の
間
に
穿
穴
し
、
力
め
て
解
駮
を
爲
す
［
惡
弊
を

拂
っ
て
是
正
し
よ
う
と
し
た]

（
自
王
・
李
之
興
、
百
有
餘
歲
、
義
仍
當
霧
雺

充
塞
之
時
、
穿
穴
其
間
、
力
爲
解
駮
）
。
」
と
續
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
小

傳
』
の
引
用
部
分
は
確
か
に
湯
顯
祖
の
文
に
見
え
る
が
、
錢
謙
益
は
、
湯
顯
祖

の
文
全
體
の
主
旨
を
無
視
し
て
『
小
傳
』
の
文
脈
に
嵌
め
込
み
、
湯
顯
祖
を
反

七
子
陣
營
の
一
員
と
見
せ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

湯
顯
祖
の
前
後
七
子
に
對
す
る
心
情
が
錯
綜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

以
下
の
文
か
ら
も
窺
え
る
。

錢
謙
益
「
湯
義
仍
先
生
文
集
序
」
（
『
初
學
集
』
卷
三
一
）
は
、
錢
謙
益
が

湯
顯
祖
の
文
集
に
寄
せ
た
序
文
で
あ
る
。
文
中
で
湯
顯
祖
は
晩
年
、
弟
子
の
許

重
熙
に
「
吾

少
き
よ
り
文
を
爲
る
を
學
び
、
已
に
王
・
李
を
訾
謷
す
る
［
瑕

疵
を
指
摘
し
て
排
撃
す
る]

を
知
」
り
、
六
朝
風
の
文
を
創
る
こ
と
に
勢
力
を

注
い
だ
が
、
や
が
て
「
亦

王
・
李
の
朋
徒
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
氣
付
い
た
、

と
言
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
湯
顯
祖
が
孫
羽
侯
の
文
集
に
書
い
た
「
孫
鵬
初
遂
初
堂
集
序
」
（
『
玉

茗
堂
文
』
四
）
で
は
、
明
朝
最
初
期
の
大
家
の
文
は
別
格
と
し
て
、
李
夢
陽
・

何
景
明
が
登
場
す
る
に
及
ん
で
、「
世
に
所
謂
傳
う
る
者
」
と
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
李
夢
陽
・
何
景
明
の
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
氣
剛
な
る
も
色
晦
き
無

き
こ
と
能
わ
ず
」
、
「
色
明
る
き
も
氣
柔
無
き
こ
と
能
わ
ず
」
と
い
う
缺
點
も

あ
る
が
、
李
・
何
の
文
に
は
「
其
の
貌
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
と

述
べ
る
。
「
貌
」
と
は
、
『
書
經
』
洪
範
に
い
う
五
事
の
一
つ
で
、
文
藝
作
品

（
一
七
）

に
お
い
て
は
、
作
品
と
し
て
の
體
裁
が
整
い
、
文
章
作
法
に
叶
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
孫
羽
侯
の
祖
父
・
繼
芳
及
び
父
・
宜
は
、
と
も
に

何
景
明
の
教
え
を
受
け
て
お
り
、
湯
顯
祖
が
そ
う
し
た
背
景
に
配
慮
し
て
こ
の

よ
う
に
書
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
文
が
湯
顯
祖
の
文
藝
思
想

に
全
く
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
一
方
、
こ
の
文
で
は
「
王
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元
美
［
世
貞]

の
七
子
、
已
に
弱
宋
の
路
を
開
く
」
と
い
う
孫
羽
侯
の
發
言
を

も
引
用
し
て
お
り
、
湯
顯
祖
は
、
確
か
に
王
世
貞
の
非
を
認
識
し
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

（
一
八
）

こ
う
し
た
文
獻
よ
り
總
合
的
に
考
え
れ
ば
、
湯
顯
祖
に
と
っ
て
王
世
貞
は
、

た
だ
批
判
の
對
象
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
「
眞
」
の
文
を
作
る
困
難
さ
を

痛
感
さ
せ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
至
ら
ざ
る
點
を
認
識
さ
せ
る
存
在
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
錢
謙
益
と
て
、
湯
顯
祖
の
前
後
七
子
に
對
す
る
單
純
で
は
な

い
見
方
を
知
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
が
、
『
小
傳
』
に
お
い
て
は
そ
の
點
を
隱

蔽
し
て
湯
顯
祖
像
を
創
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
部
『
小
傳
』
に
お
け
る
李
卓
吾
の
位
置
づ
け

（
松
村

昂
）

私
に
と
っ
て
、
明
代
文
學
の
中
で
最
も
輝
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
場
面
を
、
錢

謙
益
が
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
視
點
か
ら
、
『
小
傳
』
を
見
る
こ

と
に
す
る
。一

、
明
代
文
學
で
最
も
輝
い
た
場
面

李
贄
（
一
五
二
七
～
一
六
〇
二
）
の
「
小
傳
」
は
、
閏
集
卷
三
「
異
人
」
の
項

に
「
卓
吾
先
生
李
贄
」
と
し
て
見
え
る
（
採
録
詩
三
首
）。

李
卓
吾
の
代
表
的
な
論
説
に
「
童
心
説
」（
『
焚
書
』
卷
三
・
雜
述
）
が
あ
る
が
、

「
小
傳
」
に
は
言
及
さ
れ
な
い
。

詩
何
必
古
選
、
文
何
必
先
秦
。
降
而
爲
六
朝
、
變
而
爲
近
體
、
又
變
而
爲
傳

奇
、
變
而
爲
院
本
、
爲
雜
劇
、
爲
「
西
廂
曲
」、
爲
『
水
滸
傳
』、
爲
今
之
擧

子
業
、
皆
古
今
至
文
、
不
可
得
而
時
勢
先
後
論
也
。
故
吾
因
是
而
有
感
于
童

心
者
之
自
文
也
。
更
説
甚
麽
六
經
、
更
説
甚
麽
『
語
』『
孟
』
乎
。（
詩
は
何

ぞ
必
ず
し
も
古
選
［
『
文
選
』
中
の
古
詩
］
な
ら
ん
、
文
は
何
ぞ
必
ず
し
も

先
秦
な
ら
ん
。
降
り
て
六
朝
と
爲
り
、
變
じ
て
近
體
と
爲
り
、
又
た
變
じ
て

傳
奇
と
爲
り
、
變
じ
て
院
本
と
爲
り
、
雜
劇
と
爲
り
、「
西
廂
曲
」
と
爲
り
、

『
水
滸
傳
』
と
爲
り
、
今
の
擧
子
業
と
爲
り
、
皆
な
古
今
の
至
文
に
し
て
、

得
て
時
勢
の
先
後
も
て
論
ず
る
可
か
ら
ざ
る
也
。
故
に
吾
は
是
れ
に
因
り
て

童
心
な
る
者
の
自
ず
か
ら
文
な
る
に
感
ず
る
有
る
也
。
更
に
甚
麽
の
六
經
と

な

ん

説
わ
ん
、
更
に
甚
麽
の
『
語
』『
孟
』
と
説
わ
ん
乎
。）

い

な

ん

い

ま
た
正
史
か
ら
抜
粹
・
編
輯
し
た
『
藏
書
』
に
は
、
卷
三
七
・
詞
学
儒
臣
「
司

馬
相
如
」
に
、
【

】
に
示
し
た
よ
う
な
批
評
を
下
す
が
、
こ
れ
も
「
小
傳
」
に

は
言
及
さ
れ
な
い
。

相
如
遂
與
俱
之
臨
邛
、
盡
賣
車
騎
買
酒
舎
【
此
相
如
眞
文
章
】
、
而
令
文
君

當
鑪
、
相
如
身
自
著
犢
鼻
褌
、
與
庸
保
雜
作
、
滌
器
市
中
。
卓
王
孫
恥
之
【
天

下
至
今
知
有
卓
王
孫
者
、
此
女
也
、
當
大
喜
、
何
恥
爲
】
、
爲
杜
門
不
出
。

（
相
如

遂
に
與
に
俱
に
臨
邛
に
之
き
、
盡
く
車
騎
を
賣
り
酒
舎
を
買
い
【
此

れ
相
如
の
眞
の
文
章
】
、
而
し
て
［
卓
］
文
君
を
令
て
鑪
［
酒
が
め
を
置
く

し

臺
座
］
に
當
た
ら
し
め
、
相
如
は
身
自
ら
犢
鼻
褌[

小
牛
の
鼻
の
形
の
ふ
ん

み

ど
し
］
を
著
け
、
庸
保
と
與
に
雜
作
し
、
器
を
市
中
に
滌
う
。
卓
王
孫

之

あ
ら

を
恥
じ
【
天
下

今
に
至
る
も
卓
王
孫
な
る
者
有
る
を
知
る
は
、
此
の

女
む
す
め

詩人の傳記と批評はどのように形づくられるか――『列朝詩集小傳』を例に――
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也
、
當
に
大
い
に
喜
ぶ
べ
く
も
、
何
ぞ
恥
と
爲
さ
ん
】
、
爲
に
門
を
杜
し
て

と
ざ

出
で
ず
。）

ま
た
、
李
卓
吾
の
影
響
を
強
く
受
け
た
袁
宏
道
（
一
五
六
八
～
一
六
一
〇
、
丁

集
卷
十
二
～
十
五
）
に
は
「
聽
朱
生
説
水
滸
傳
（
朱
生
の
水
滸
傳
を
説
く
を
聽
く
）
」

と

詩
（
『
袁
宏
道
集
箋
校
』
卷
九
『
解
脱
集
』
之
二
。
一
五
九
七
年
三
〇
歳
、
呉
縣

知
縣
退
職
後
、
無
錫
で
の
作
）
が
あ
る
が
、
『
列
朝
詩
集
』
採
録
八
七
首
に
は
見

（
一
九
）

え
な
い
。

少
年
工
諧
謔
、
頗
溺
滑
稽
傳
。
後
來
讀
水
滸
、
文
字
益
奇
變
。
六
經
非
至
文
、

馬
遷
失
組
練
。
一
雨
快
西
風
、
聽
君
酣
舌
戰
。
（
少
年
よ
り
諧
謔
に
工
み
に

し
て
、
頗
る
［
『
史
記
』
の
］
滑
稽
傳
に
溺
る
。
後
來

水
滸
を
讀
み
、
文
字

益
ま
す
奇
變
な
り
。
六
經
は
至
文
に
非
ず
、
馬
遷
も
組
練
を
失
わ
ん
［
武
具

の
組
み
ひ
も
を
無
く
し
て
、
爭
う
氣
持
ち
を
失
う
こ
と
だ
ろ
う
］。
一
雨

西

風
快
く
、
君
が
舌
戰
を

酣

わ
に
す
る
を
聴
く
。）

た
け
な

二
、
錢
謙
益
の
學
問
的
立
場
と
李
卓
吾
批
判

錢
謙
益
の
著
作
集
『
初
學
集
』
『
有
學
集
』
の
「
學
」
は
い
ず
れ
も
「
古
學
」

の
謂
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
後
漢
の
鄭
玄
・
唐
の
孔
穎
達
に
代
表
さ
れ
る
「
漢
學
」
、

經
書
の
章
句
の
學
、
あ
る
い
は
訓
詁
注
釋
の
學
で
あ
り
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
「
錢

謙
益
と
清
朝
『
經
學
』
」
に
よ
れ
ば
「
經
典
の
逐
字
的
、
實
證
的
な
解
釋
を
方
法

と
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
詩
文
で
は
嚴
密
な
古
典
主
義
で
あ
る
。

錢
謙
益
が
「
俗
學
」
と
し
て
攻
撃
す
る
の
は
、
廣
く
は
「
宋
・
明
の
學
」
で
、

そ
の
一
は
、
朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
「
宋
學
（
道
學
・
理
學
）
」、
つ
ま
り
吉
川
氏
「
道

學
は
經
典
の
思
辯
的
主
觀
的
な
演
繹
を
方
法
と
す
る
」
も
の
。
そ
の
二
は
、
王
守

仁
に
代
表
さ
れ
る
「
陽
明
學
（
心
學
）
」。
吉
川
氏
「
宋
儒
の
學
風
を
更
に
自
由
に

延
長
し
た
明
の
儒
學
」
で
あ
る
。
ま
た
「
俗
學
」
の
狹
く
は
、
前
後
「
七
子
」
の

「
古
文
辭
」
（
僞
古
典
主
義
）
、
竟
陵
派
の
「
自
是
」
（
自
ら
を
是
と
す
る
一
人
よ

が
り
、
獨
善
的
主
観
主
義
）
と
擧
業
の
學
（
「
經
義
」「
帖
括
」）
で
あ
る
。

錢
謙
益
は
「
重
修
維
揚
書
院
記
」（
『
初
學
集
』
卷
四
四
）
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
な
李
卓
吾
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

稽
良
知
之
弊
者
、
曰
泰
州
、
之
後
、
流
而
爲
狂
子
、
爲
僇
民
。
所
謂
狂
子
僇

民
者
、
顔
山
農
・
何
心
隱
・
李
卓
吾
之
流
也
。（
［
王
陽
明
の
］
良
知
の
弊
に

稽
す
る
［
敬
服
す
る
］
者
は
、
［
王
艮
（
心
齋
）
の
］
泰
州
と
曰
い
、
之
の
こ

後
、
流
れ
て
狂
子
と
爲
り
、
僇
民
［
罪
人
］
と
爲
る
。
所
謂
る
狂
子
・
僇
民

な
る
者
は
、
顔
山
農
・
何
心
隱
・
李
卓
吾
の
流
也
。）

（
二
〇
）

「
狂
子
・
僇
民
」
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
存
在
を
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
弟
子
や
友
人
に
た
い
す
る
影
響
で
あ
っ
た
。

三
、
李
卓
吾
に
た
い
す
る
間
接
的
評
價

１
、
三
袁
の
師
で
あ
っ
た
こ
と

特
に
袁
宏
道
（
字
は
中
郞
）
は
「
古
文
辭
」
反
對
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
そ
の
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「
小
傳
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

中
郞
之
論
出
、
王
・
李
之
雲
霧
一
掃
、
天
下
之
文
人
才
士
始
知
疏
瀹
心
靈
、
搜
剔

慧
性
、
以
蕩
滌
摹
擬
塗
澤
之
病
。
其
功
偉
矣
。
（
中
郞
の
論
出
づ
る
や
、
王
［
世

貞
］
・
李
［
攀
龍
］
の
雲
霧
は
一
掃
さ
れ
、
天
下
の
文
人
才
士
は
始
め
て
、
心
靈

を
疏
瀹
し
［
洗
い
清
め
］
、
慧
性
を
搜
剔
し[

知
性
を
探
り
出
し]

、
以
て
摹
擬
塗

澤[

模
倣
と
塗
飾]

の
病
い
を
蕩
滌
す
る[

洗
淨
す
る]

を
知
る
。
其
の
功
は
偉
い
な

お
お

り
矣
。）

き

２
、
讀
書
家
・
著
述
家
で
あ
っ
た
こ
と

焦
竑
（
『
小
傳
』
丁
集
卷
十
五
‐
十
六
、
一
五
四
一
～
一
六
二
〇
）
は
李
卓
吾

の
『
續
藏
書
』
二
七
卷
・
萬
暦
三
九
年
（
一
六
一
一
）
刊
、
に
た
い
す
る
序
文
で

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

李
宏
甫
『
藏
書
』
一
編
、
余
序
而
傳
之
久
矣
。
而
於
國
朝
事
未
備
、
因
取
余

家
藏
名
公
事
跡
緒
正
。
（
李
宏
甫
の
『
藏
書
』
一
編
、
余
序
し
て
之
を
傳
う

る
こ
と
久
し
矣
。
而
し
て
國
朝
の
事
に
於
て
は
未
だ
備
わ
ら
ず
、
因
り
て
余

き

の
家
藏
す
る
名
公
の
事
跡
を
取
り
て
之
を
緒
正
す[

序
列
す
る]

。）

焦
竑
の
『
國
朝
獻
徴
録
』
一
二
〇
卷
は
萬
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
に
刊
行
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
そ
の
材
料
を
李
卓
吾
に
提
供
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

四
、『
小
傳
』
に
お
け
る
李
卓
吾
の
位
置

士
大
夫
と
し
て
は
認
知
で
き
な
い
も
の
の
、
一
定
の
評
價
は
せ
ざ
る
を
え
な
い

人
物
の
處
遇
の
場
と
し
て
、
錢
氏
が
探
し
當
て
た
の
が
「
閏
集
」
で
の
「
異
人
」

で
あ
っ
た
。
閏
と
は
餘
分
の
謂
い
で
あ
り
、
儒
教
を
信
奉
す
る
士
大
夫
以
外
の
人

々
。
内
譯
は
、「
高
僧
」「
名
僧
」「
道
士
」「
香
奩
（
婦
人
）
」
と
外
國
人
。「
異
人
」

と
は
、
右
の
分
類
以
外
の
特
異
な
人
物
を
指
す
。

閏
集
卷
三
「
高
僧
四
人
」
の
二
番
目
の
「
紫
柏
大
師
可
公
」
は
、
一
番
目
の
憨

山
大
師
清
公
の
寺
院
私
造
に
よ
る
流
謫
と
、
民
衆
の
礦
税
に
よ
る
被
害
に
発
憤
し

て
上
京
し
、
政
爭
に
卷
き
こ
ま
れ
て
逮
捕
さ
れ
、
獄
中
で
自
殺
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
に
「
異
人
三
人
」
が
設
け
ら
れ
、
一
番
目
に
「
卓
吾
先
生
李
贄
」
の

「
小
傳
」
が
あ
る
（
他
の
二
人
は
と
も
に
道
教
を
極
め
た
存
在
）。

獅
子
逬
乳
、
香
象
絶
流
、
直
可
與
紫
柏
老
人
相
上
下
。
遺
山
『
中
州
集
』
有

異
人
之
目
、
吾
以
爲
卓
吾
可
以
當
之
。
録
其
詩
附
於
高
僧
之
後
、
傳
燈
所
載
、

旁
出
法
嗣
、
卓
吾
或
其
儔
與
。
（
獅
子

乳
を

逬

し
ら
せ[

獅
子
は
如
來
の

ほ
と
ば

よ
う
に
數
多
の
凡
庸
な
者
を
蹴
散
ら
か
し]

、
香
象

流
れ
を
絶
つ
は[

香
氣

の
あ
る
青
い
象
が
菩
薩
の
よ
う
に
徹
底
し
た
叡
智
を
體
得
す
る
の
は]

、
直ただ

ち
に
紫
柏
老
人
と
相
い
上
下
す
可
し
。
遺
山
『
中
州
集
』
に
「
異
人
」
の
目

有
り
。
吾
以
爲
え
ら
く
、
卓
吾
は
以
て
之
に
當
つ
可
し
、
と
。
其
の
詩
を
錄

お

も

し
て
高
僧
の
後
に
附
し
、[

佛
法
の]

傳
燈
に
載
せ
ら
所
、

旁

ら
に
法
嗣[

佛

れ

か
た
わ

法
の
継
承
者]

を
出
だ
す
は
、
卓
吾
或
い
は
其
の

儔

な
る
與
。）

と
も
が
ら

か

丁
集
卷
十
二
「
湯
遂
昌
顯
祖
」
に
附
見
の
「
李
生
至
清
」
に
は
、
紫
柏
大
師
も

詩人の傳記と批評はどのように形づくられるか――『列朝詩集小傳』を例に――
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李
卓
吾
も
歿
後
の
萬
暦
三
六
年
（
一
六
〇
八
）
、
湯
顯
祖
の
門
人
李
至
清
が
僧
装

で
上
京
し
よ
う
と
し
て
錢
謙
益
を
訪
れ
た
時
に
、
錢
氏
が
贈
っ
た
七
律
の
末
二
句

が
引
か
れ
て
い
る
。

游
燕
莫
問
中
朝
事
、
紫
柏
龍
湖
是
汝
師
。
（
燕
に
游
ぶ
に
中
朝
の
事
を
問
う

莫
か
れ
、
紫
柏
・
龍
湖
は
是
れ
汝
が
師
。）

錢
氏
は
李
卓
吾
の
思
想
に
全
く
同
調
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
明
末
の
一
場

面
と
し
て
ど
こ
か
に
著
録
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
點
で
一
世

代
後
の
人
々
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
一
）

五
、
明
末
清
初
の
反
動

１
、
黄
宗
羲
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）『
明
儒
學
案
』（
康
煕
十
五
年
・
一
六
七

六
成
立
、
同
三
二
年
・
一
六
九
三
自
序
）

「
泰
州
學
案
」
に
も
他
の
學
案

に
も
顔
山
農
・
何
心
隱
・
李
卓
吾
の
三
家
を
著
録
し
な
い
。

２
、
顧
炎
武
（
一
六
一
三
～
一
六
八
二
）『
日
知
録
』（
三
二
卷
本
・
一
六
九
五
刊
）

卷
十
八
「
李
贄
」

「
儒
学
の
聖
賢
を
お
と
し
め
、
佛
教
に
惑
い
、
授
業
に

男
女
を
同
席
」
と
す
る
。

３
、
歸
莊
（
一
六
一
三
～
一
六
七
三
、
歸
有
光
曾
孫
）
『
歸
莊
集
』
卷
十
八
「
誅

邪
鬼
」
（
李
卓
吾
と
直
接
の
關
係
は
な
い
）

「
蘇
州
に
金
聖
嘆
な
る
者
有

り
、
…
嘗
て
『
水
滸
傳
』
を
批
評
し
、
之
を
名
づ
け
て
第
五
才
子
書
と
曰
う

も
、
…
余
は
之
を
見
て
『
是
れ
倡
亂
（
亂
を
倡
う
る
）
の
書
也
』
と
曰
う
。

未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
又
た
『
西
廂
記
』
を
批
評
し
て
世
に
行
わ
れ
、
名

づ
け
て
第
七
才
子
書
と
曰
う
も
、
…
余
は
之
を
見
て
『
是
れ
誨
淫
（
淫
を
誨

う
る
）
の
書
也
』
と
曰
う
」。

４
、
王
弘
撰
（
一
六
二
二
～
一
六
九
九
在
）『
山
志
』
卷
十
八
「
誅
邪
鬼
」

「
予

嘗
謂
李
贄
之
學
、
本
無
可
取
、
而
倡
異
端
以
壞
人
心
、
肆
淫
行
以
兆
國
亂
、

蓋
盛
世
之
妖
孽
、
士
林
之
檮
杌
也
（
予
嘗
て
李
贄
の
學
を
謂
う
に
、
本
よ
り

取
る
可
く
も
の
無
く
、
而
も
異
端
を
倡
え
て
以
て
人
心
を
壊
り
、
淫
行
を

や
ぶ

肆

ま
に
し
て
國
亂
を
兆
し
、
蓋
し
盛
世
の
妖
孽[

亡
國
を
ま
ね
く
災
い]

、

ほ
し
い
ま

き
ざ

士
林
の
檮
杌[

惡
獸]

也
、
と
）。

《

注

》

（
一
）
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
か
ら
『
列
朝
詩
集
』
の
「
列
朝
」
が
示
す
意
味
の
曖
昧
さ

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
會
場
か
ら
も
同
樣
の
意
見
が
あ
っ
た
。
以
下
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
こ
の
書
は
當
初
、
『
國
朝
詩
集
』
と
い
う
名
で
刊
行

が
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、
當
道
の
有
識
者
か
ら
の
忠
告
を
受
け
た
錢
謙
益
は
、
鐫

刻
を
終
え
た
版
木
を
含
め
て
全
て
『
列
朝
』
に
修
正
す
る
よ
う
に
汲
古
閣
主
人
毛

晉
に
指
示
し
て
い
る
（
『
錢
牧
齋
尺
牘
』
卷
二
「
與
毛
子
晉
書
」
其
三
十
九
）
。
書

名
に
つ
い
て
錢
謙
益
に
忠
告
し
た
の
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
だ
が
、
時
代
は
す

で
に
淸
の
天
下
で
あ
り
、
「
國
朝
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
明
朝
」
で
は
な
く
な

っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
當
局
か
ら
罪
に
問
わ
れ
か
ね
な
か
っ
た
。
今
、
汲
古

閣
刻
本
を
確
認
す
る
と
、
各
卷
の
冒
頭
一
行
の
「
列
朝
詩
集
」
と
卷
末
の
「
列
朝

詩
集
」
の
一
行
に
は
後
か
ら
入
木
修
正
し
た
と
お
ぼ
し
き
痕
跡
が
殘
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
（
注
二
）
に
示
す
よ
う
に
、
汲
古
閣
刻
本
の
序
文
は
「
列
朝
詩
集
序
」
で

は
な
く
「
歴
朝
詩
集
序
」
に
作
る
な
ど
矛
盾
も
あ
る
。
な
お
、
明
末
清
初
の
史
學

家
で
、
『
國
榷
』
の
編
者
で
も
あ
る
談
遷
（
一
五
九
四
～
一
六
五
七
）
は
、
順
治
十
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一
年
の
七
月
、
北
京
に
い
た
呉
偉
業
か
ら
『
列
朝
詩
集
』
を
借
り
て
い
る
が
、
『
北

游
録
』
紀
郵
上
甲
午
七
月
の
條
に
は
「
因
借
其
錢
牧
齋
所
選
明
詩
」
と
記
し
て
い

る
。
書
名
が
ど
う
で
あ
れ
、
當
時
か
ら
こ
の
書
は
舊
朝
で
あ
る
明
の
詩
選
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
。

（
二
）
汲
古
閣
本
『
列
朝
詩
集
』
は
「
歴
朝
詩
集
序
」
に
作
り
、
『
有
學
集
』
卷
十
四
は

「
列
朝
詩
集
序
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
三
）
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
『
列
朝
詩
集
』
の
稿
本
に
は
、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
『
歴

朝
詩
集
稿
本
』
と
中
國
國
家
圖
書
館
の
『
明
詩
選
』
が
あ
る
。
孟
飛
「
『
列
朝
詩
集
』

稿
本
考
略
」
（
『
文
獻
季
刊
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
）
、
都
軼
倫
「
『
列
朝
詩
集
』
編

纂
再
探
：
以
兩
種
稿
本
爲
中
心
」
（
『
文
學
遺
産
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
）
參
照
。

（
四
）
錢
謙
益
が
明
末
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
悲
憤
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「
晩
明
に
お
け
る
南
宋
遺
民
詩
の
受
容
―
錢
謙
益
の
評
價
と
毛
晉
の
刻
書
を
中
心

に
」
、
『
橄
欖
』
二
十
號
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
頁
三
一
七
～
三
三
六
を
參
照
さ
れ

た
い
。

（
五
）
錢
謙
益
は
「
太
祖
實
録
辯
證
二
」
（
『
初
學
集
』
卷
一
〇
二
）
で
、
劉
基
は
朱
元

璋
へ
の
出
仕
を
自
ら
進
ん
で
希
望
し
た
の
で
は
な
く
、
長
い
間
逡
巡
し
て
い
た
こ

と
、
そ
の
理
由
は
石
抹
氏
か
ら
受
け
た
恩
情
に
背
き
が
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
説
明

し
て
い
る
。

（
六
）
た
だ
し
、
こ
の
逸
話
は
『
誠
意
伯
劉
公
集
』
所
收
「
行
狀
」
で
は
な
く
、
『
皇
明

文
衡
』
卷
六
二
の
「
行
狀
」
に
の
み
に
見
え
る
。

（
七
）
「
呉
中
野
史
」
が
書
名
な
の
か
、
そ
れ
と
も
呉
に
傳
わ
る
野
史
と
い
う
意
味
な
の

か
は
不
明
だ
が
、
呉
喬
『
答
萬
季
野
詩
問
』
は
、
「
宮
女
圖
」
詩
に
つ
い
て
、
朱
元

璋
が
陳
友
諒
を
破
り
、
そ
の
姫
妾
を
別
室
に
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
李
善
長
の
子

侄
が
こ
れ
を
「
窺
覘
」
し
た
の
を
諷
喩
し
た
も
の
と
す
る
。

（
八
）
清
朱
彝
尊
『
靜
志
居
詩
話
』
卷
三
。

（
九
）
錢
謙
益
の
竟
陵
派
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
に
み
る
竟
陵

派
批
判
の
構
造
―
引
用
資
料
を
中
心
に
―
」
（
『
叙
説
』
四
二
號
、
二
〇
一
五
年
三

月
、
一
～
二
八
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
一
〇

）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
會
場
か
ら
「
『
列
朝
詩
集
』
に
み
ら
れ
る
文
學
思

想
は
、
錢
謙
益
の
中
で
い
つ
ご
ろ
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
か
」
と
い
う
問

い
か
け
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
錢
謙
益
の
明
代
の
文
集
で
あ
る
『
初

學
集
』
に
は
『
小
傳
』
と
同
じ
よ
う
な
反
七
子
や
反
竟
陵
の
論
調
が
す
で
に
現
れ

て
お
り
、
明
滅
亡
後
と
い
う
よ
り
も
、
か
な
り
以
前
、
晩
明
か
ら
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
錢
に
と
っ
て
目
前
の
敵
は
、
七
子
よ
り
も
竟
陵
派
だ
っ
た
。

今
日
、
竟
陵
派
は
公
安
派
よ
り
も
低
く
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
『
唐

詩
歸
』
で
一
世
を
風
靡
し
た
竟
陵
派
の
影
響
力
は
清
初
に
も
續
い
て
お
り
、
錢
の

い
た
呉
の
地
方
に
も
及
ん
で
い
た
。
錢
が
呉
聲
の
復
權
を
唱
え
た
背
景
に
は
竟
陵

派
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
一
一

）
小
松
謙
「
呉
梅
村
硏
究
（
後
篇
）
」
（
『
中
國
文
學
報
』
四
〇
號
、
一
九
八
九
年
、

七
六
～
一
二
五
頁
）
を
參
照
。

（
一
二

）
趙
旭
『
謝
榛
的
詩
學
與
其
時
代
』
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
總

二
九
六
頁
）
二
四
〇
～
二
四
一
頁
參
照
。

（
一
三

）
こ
れ
に
關
す
る
研
究
と
し
て
、
田
口
一
郎
「
嘉
靖
七
子
再
攷
―
謝
榛
を
鍵
と
し

て
―
」
（
汲
古
書
院
『
村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記
念
中
國
論
集
』

所
收
、
二
〇
〇
〇

年
、
八
四
七
～
八
六
一
頁
）
が
あ
る
。

（
一
四

）
注
（
三
）
參
照
。

（
一
五

）
注
（
九
）
參
照
。

（
一
六

）
「
湯
顯
祖
傳
」
の
湯
顯
祖
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
野
村
鮎
子
「
錢
謙
益
に
よ
る

歸
有
光
の
發
掘
」
（
『
歸
有
光
文
學
の
位
相
』
第
Ⅰ
部
、
第
二
章
、
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
九
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
一
七

）
該
當
部
分
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
國
初
大
儒
彝
鼎
之
文
、
無
所
敢
論
。
迨
夫

李
獻
吉
・
何
仲
默
二
公
、
軒
然
世
所
謂
傳
者
也
。
大
致
李
氣
剛
而
色
不
能
無
晦
、

何
色
明
而
氣
不
能
無
柔
。
神
明
之
際
、
未
有
能
兼
者
。
要
其
于
文
也
、
瑰
如
曲
如
、

亦
可
謂
有
其
貌
矣
。
…
…
華
容
孫
公
鵬
初
憂
之
、
嘆
曰
『
李
・
何
於
斯
文
、
爲
有
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起
衰
振
溺
功
。
王
元
美
七
子
、
已
開
弱
宋
之
路
。
…
…
』
」

（
一
八

）
湯
顯
祖
の
王
世
貞
評
價
に
つ
い
て
、
兩
者
の
文
學
的
觀
念
の
分
斷
を
提
示
し
た

の
は
錢
謙
益
だ
と
す
る
研
究
も
あ
る
。
鄧
新
躍
「
湯
顯
祖
與
明
代
復
古
派
文
學
思

潮
」
（
「
三
峽
大
學
學
報
」
第
二
十
七
卷
四
期
、
二
〇
〇
五
年
）
參
照
。

（
一
九

）
『
小
傳
』
丁
集
卷
九
‐
一
に
袁
宏
道
よ
り
一
世
代
上
の
「
崑
崙
山
人
王
叔
承
」
（
一

五
三
七
～
一
六
〇
一
。
蘇
州
府
下
呉
江
縣
の
人
）
な
る
人
物
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
採
録
詩
に
七
言
歌
行
「
君
不
見
、
苕
川
席
上
、
戲
贈
晉
陵
朱
説
書
（
君
見
ず

や
。
苕
川
席
上
、
戲
れ
に
晉
陵
の
朱
説
書
に
贈
る
）
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
「
君

不
見
、
羅
生
水
滸
傳
、
史
才
別
逞
文
輝
爛
。
草
莽
雄
心
不
自
成
、
指
點
罡
星
灑
江

漢
（
君
見
ず
や
、
羅
生
の
水
滸
傳
、
史
才
は
別
に
逞
し
く
文
は
輝
爛
す
。
草
莽
の

雄
心

自
ら
は
成
ら
ず
、
罡
星
を
指
點
し
て
江
漢
を
灑
う
）
と
い
う
句
が
あ
る
。

あ
ら

晉
陵
は
、
無
錫
と
同
じ
く
南
直
隸
常
州
府
下
の
縣
で
あ
る
。
『
水
滸
傳
』
の
説
書
を

家
業
と
す
る
朱
家
の
父
子
、
あ
る
い
は
叔
姪
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
〇

）
會
場
の
一
人
か
ら
、
「
曰
泰
州
、
之
後
」
の
「
泰
州
」
の
あ
と
に
讀
點
を
い
れ
る

こ
と
に
疑
義
が
出
た
が
、
『
牧
齋
初
學
集
』
錢
曾
箋
注
・
錢
仲
聯
標
校
（
一
九
八
五

年
九
月
・
上
海
古
籍
出
版
社
）
の
標
點
に
あ
え
て
從
っ
た
。
「
泰
州
學
派
と
、
そ
の

後
繼
者
」
の
意
味
が
明
瞭
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
一

）
會
場
で
は
、
錢
謙
益
の
李
卓
吾
批
判
が
明
代
か
清
代
か
と
い
う
質
疑
が
な
さ
れ

た
が
、
「
重
修
維
揚
書
院
記
」
が
錢
氏
の
明
代
で
の
文
集
『
初
學
集
』
に
み
え
る
こ

と
で
、
答
え
は
明
ら
か
で
あ
る
。


